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研究結果の概要 

本研究では、生産計画問題を解決するために、リスク管理と協調ゲーム理論を組み合わせた。本研究では、不

確実な需要の下での多期間における生産計画のための 3 つのモデルを提案した。まず、シャプレー値モデルに

似た Quadraticモデル、次に Constraintモデル、そして最後に、意思決定者によってコントロールされる重み

付け係数を採用した Available モデルである。最後のモデルでは、ペナルティの概念を導入した。このペナル

ティによって、各期間において個人の合理性がどのように影響を受けるかを数値的に決定することができる。

以下の表は、すべての期間の配分リスクφı9を示している。最初の列は、問題で検討されたすべてのケースス

タディを列挙してい

る。 

ケース2-11ではシャ

プレー値が採用され

た。ケース 2-12 と 2-

13は、Quadraticモデ

ルを採用して分析し

た。 

ケース 3-11 から 3-

15 までは Constraint

モデルを用いて解析

し、最後にケース 4-11

から 4-18までは Availableモデルを用いて計算した。 

2列目には追加された制約条件が表示されています。最初のケースのみ、シャプレー値を採用するための新し

い制約を考慮していない。意思決定者(DM)はこれらの制約を選択します。φi の全ての値は負であり、φi = - 

φiでる。 

すべてのケースで、ケース 3-15 を除いて、最後の期間をサンプル表現としました。例えば、DM が第 5 期の

各ケースに対する自分の選択を評価したいと考えたとします。3 列目から 7 列目までの数字は、それぞれ各列

の最初のセルのシャプレー値と、残りのセルの全期間の配分リスクを示している。 

今後の展開 

主に高水準の生産が期待できる。不確実性が存在するため、問題の性質上、他の要因を考慮する必要がある。

したがって、モデルに制約を加えることで、不確実性を克服するためのロバストな結果が得られ、提案された

モデルの効率を高めることができる。 

提案モデルの効率性を高めます。制約条件を加えることで得られる情報により、マネージャーは自分の政策か

ら得られる結果を予測することができる。 

 


